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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の推し進める経済、財政政策を背景に企業業績の回復か

ら、設備投資は持ち直しの動きが見られたほか、個人消費や雇用情勢も改善する等、景気は緩やかな回復基調で推

移しておりましたが、中国を始めとするアジア新興国等の景気の下振れ懸念等から不透明な状況となっておりま

す。 

当鉄鋼流通加工業界におきましては、中国による鉄鋼製品の過剰生産は収束の目途がたたず、あふれた製品は東

アジアの鋼材マーケットを急速に悪化させており、その影響から国内においても輸入材の増加やスクラップ価格の

急落等が発生しており、鋼材市況は下げ足を早めております。荷動きにつきましては、首都圏を中心に建築需要は

堅調に推移しているものの工期の遅れ等から盛り上がりに欠ける状況となっております。 

このような環境下にありまして当社グループ（当社及び連結子会社）は、東日本大震災の復興需要につきまして

は引き続き土木材が堅調に推移すると共に、建築物件等も活発化してきており幅広く受注活動を展開しておりま

す。また、2020年東京オリンピックの開催が決定し、首都圏を中心に関連投資案件が徐々に具体化してきておりま

す。その他の地域においても積極的な営業活動を展開しており、得意先でありますゼネコンやファブリケーターが

請負う建築物件等の受注状況は引き続き堅調に推移しております。この様な状況から、鋼材の販売・加工事業につ

きましては、市況低迷による逆風はあったものの販売量・販売金額共に前年同期を上回る事ができました。なお、

東京支社を中心とした鉄骨工事請負事業は、民間設備投資は持ち直しの動きが見られ、物件情報等は増加してお

り、他社との競合など厳しさは残るものの、長年の施工実績等から受注活動は堅調に推移しております。工事売上

額につきましては、工事進行基準適用の大型物件に加え、工事完成基準適用の中小物件も着実に完成を迎えた事か

ら売上高は大幅な増加となりました。これらの結果から当第２四半期連結累計期間の売上高は35,100百万円（前年

同期比7.3％増）となりました。 

収益面におきましては、鋼材の販売・加工事業は鋼材市況が弱含んでいる事から厳しい結果となりましたが、鉄

骨工事請負事業は、鉄骨加工単価回復後の物件が着実に完成や工事進捗しており収益に結びついております。これ

らの結果から当第２四半期連結累計期間の営業利益は1,346百万円（前年同期比4.2％増）となりました。また、営

業外損益につきましては、為替差益192百万円、デリバティブ評価損158百万円等により経常利益は1,470百万円

（前年同期比1.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は902百万円（前年同期比149.9％増）となりまし

た。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① 鋼材の販売・加工事業

鋼材の販売・加工事業は、建築関連の民間設備投資は持ち直しており、鋼材の荷動きは回復傾向にあったもの

の、夏場以降の鋼材市況低迷から若干陰りを見せております。しかしながら積極的な営業活動等により販売量・

販売金額は共に前年同期を上回る事ができました。 

品種別に見ますと、当社主力のＨ形鋼は、土木向け等の目立った物件はなかったものの、従来からの建築向け

の販売は堅調に推移しました。また、その他の条鋼も拡販に努めた結果、条鋼類は、販売量は前年同期を上回り

ましたが、販売金額は若干下回る結果となりました。鋼板類は、敷き板や切板を中心に鋼板が大幅に伸びた事に

加え、当社にて製造販売をしている合成スラブ用デッキプレートとフラットデッキプレートも堅調に推移した事

から、販売量・販売金額共に前年同期を大幅に上回る結果となりました。鋼管類は、ロール成形コラムは前年同

期並みとなりましたが、プレス成形コラムは増加した事から、販売量・販売金額共に前年同期を若干上回りまし

た。以上の結果から、売上高は26,968百万円（前年同期比2.5％増）、営業利益は鋼材市況の低迷の影響から920

百万円（前年同期比26.7％減）となりました。 

② 鉄骨工事請負事業 

鉄骨工事請負事業は、民間設備投資は回復の兆しを見せており、首都圏を中心とした再開発や大型物件に加

え、地方の中小物件にもようやく動きがみられる様になって参りました。受注状況につきましては、物件が大型

化している事から受注件数は前年同期に比べ減少しているものの、受注金額は大幅に上回り、収益性も改善傾向

にあり順調に推移しております。売上高につきましては、工事進行基準適用の大型物件は堅調に進捗している事

に加え、工事完成基準適用の中小物件も着実に完成を迎えた事から、売上高は7,935百万円（前年同期比26.3％

増）となりました。また、収益につきましては、鉄骨加工単価の上昇に加え、鉄骨加工子会社において原価低減

の取り組みから着実に改善しており営業利益は653百万円（前年同期比111.3％増）となりました。 
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③ その他

その他は、運送業及び倉庫業であり、運送業についてはグループ外の鉄骨製品輸送を積極的に行った事から売

上高は前年同期を大幅に上回りました。新規車両の導入等により輸送原価の増加要因はありましたが、原油価格

の低迷から燃料費は低下しており、収益につきましても堅調に推移しました。また、倉庫業についても取扱量が

急増しており、売上高は前年同期を大幅に上回る結果となりました。これらにより売上高は196百万円（前年同

期比71.4％増）、営業利益は63百万円（前年同期比32.3％増）となりました。 

（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産の部）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は57,325百万円（前連結会計年度末は60,763百万円）となり、

3,437百万円減少しました。主な要因は、鋼材在庫圧縮に伴う商品及び製品の減少1,716百万円、原材料及び貯蔵

品の減少355百万円並びに現金及び預金の減少932百万円、受取手形及び売掛金の減少350百万円等によるもので

あります。 

（負債の部） 

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は34,378百万円（前連結会計年度末は37,812百万円）となり、

3,433百万円減少しました。主な要因は、鋼材の仕入減少に伴う買掛金の減少1,535百万円及び短期借入金の減少

1,000百万円等に加え、関東支店の災害復旧作業が完了し災害損失引当金1,055百万円が減少した事によるもので

あります。 

（純資産の部） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は22,946百万円（前連結会計年度末は22,951百万円）とな

り、4百万円減少しました。主な要因は、利益剰余金の増加591百万円及び自己株ＴＯＢによる自己株式の増加

600百万円等であります。この結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は39.8％となりました。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ1,113百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末には3,473百万円（前年同期比31.0％増）となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果獲得した資金は1,386百万円（前年同期比は158百万円の使用）となりました。これは主に、税

金等調整前四半期純利益1,471百万円、売上債権の減少額433百万円、たな卸資産の減少額1,772百万円及び未成

工事受入金の増加額658百万円等がありましたが、仕入債務の減少額1,535百万円、災害損失引当金の減少額

1,055百万円、法人税等の支払額655百万円等により一部相殺されたものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は561百万円（前年同期比453.8％増）となりました。これは主に、有形固定資産

の取得による支出687百万円、定期預金預入による支出236百万円及び定期預金払戻による収入354百万円等によ

るものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は1,969百万円（前年同期比496.7％増）となりました。これは主に、短期借入金

の減少額1,000百万円、配当金の支払額311百万円及び自己株式取得による支出600百万円等によるものでありま

す。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成28年３月期の業績予想につきましては、平成27年５月13日の平成27年３月期決算短信にて公表いたしまし

た業績予想から変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子

会社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分

に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取

得又は売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分

に記載しております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,322,126 4,390,090 

受取手形及び売掛金 21,821,996 21,471,507 

商品及び製品 8,847,486 7,130,807 

原材料及び貯蔵品 2,734,136 2,378,651 

未成工事支出金 1,892,323 2,192,019 

繰延税金資産 439,033 146,847 

その他 710,823 558,185 

貸倒引当金 △30,307 △23,000 

流動資産合計 41,737,619 38,245,110 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 12,608,736 12,633,787 

減価償却累計額 △7,594,553 △7,742,965 

建物及び構築物（純額） 5,014,182 4,890,821 

機械装置及び運搬具 5,130,931 5,363,937 

減価償却累計額 △4,326,045 △4,368,747 

機械装置及び運搬具（純額） 804,886 995,189 

土地 10,716,084 10,705,395 

リース資産 461,420 425,147 

減価償却累計額 △198,475 △217,237 

リース資産（純額） 262,945 207,910 

建設仮勘定 11,556 365,912 

その他 357,824 364,420 

減価償却累計額 △333,092 △337,233 

その他（純額） 24,731 27,186 

有形固定資産合計 16,834,386 17,192,414 

無形固定資産 44,847 123,118 

投資その他の資産    

投資有価証券 928,543 898,932 

関係会社株式 1,000 1,000 

関係会社出資金 38,375 38,375 

保険積立金 391,985 407,798 

繰延税金資産 51,631 55,090 

その他 1,024,186 654,103 

貸倒引当金 △289,064 △290,251 

投資その他の資産合計 2,146,657 1,765,047 

固定資産合計 19,025,891 19,080,581 

資産合計 60,763,511 57,325,691 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 11,735,345 10,200,087 

短期借入金 18,300,000 17,300,000 

リース債務 109,046 119,812 

未払法人税等 675,002 211,849 

未払消費税等 425,736 388,387 

賞与引当金 293,000 283,100 

役員賞与引当金 16,600 25,400 

未成工事受入金 964,908 1,623,226 

災害損失引当金 1,055,427 － 

その他 881,530 947,288 

流動負債合計 34,456,597 31,099,152 

固定負債    

リース債務 106,986 120,247 

繰延税金負債 1,127,895 1,152,375 

役員退職慰労引当金 635,379 117,943 

退職給付に係る負債 1,201,761 1,173,179 

負ののれん 142,193 94,795 

その他 141,204 621,250 

固定負債合計 3,355,420 3,279,790 

負債合計 37,812,017 34,378,942 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,948,829 3,948,829 

資本剰余金 4,116,979 4,116,979 

利益剰余金 14,748,962 15,340,286 

自己株式 △204,606 △804,926 

株主資本合計 22,610,164 22,601,168 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 274,631 253,801 

退職給付に係る調整累計額 △46,424 △41,830 

その他の包括利益累計額合計 228,206 211,971 

非支配株主持分 113,122 133,608 

純資産合計 22,951,494 22,946,749 

負債純資産合計 60,763,511 57,325,691 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 32,708,256 35,100,473 

売上原価 28,296,817 30,547,736 

売上総利益 4,411,438 4,552,736 

販売費及び一般管理費    

運賃及び荷造費 779,986 885,331 

給料手当及び賞与 846,134 843,277 

賞与引当金繰入額 149,724 164,760 

役員賞与引当金繰入額 18,400 25,400 

退職給付費用 46,507 49,313 

役員退職慰労引当金繰入額 85,480 64,063 

減価償却費 170,289 181,016 

その他 1,023,439 993,510 

販売費及び一般管理費合計 3,119,962 3,206,672 

営業利益 1,291,475 1,346,064 

営業外収益    

受取利息 1,397 3,005 

受取配当金 6,272 6,434 

仕入割引 18,530 15,578 

受取賃貸料 23,486 46,630 

為替差益 173,095 192,382 

負ののれん償却額 47,397 47,397 

貸倒引当金戻入額 45,956 2,798 

その他 77,106 34,368 

営業外収益合計 393,242 348,595 

営業外費用    

支払利息 51,616 47,067 

デリバティブ評価損 113,681 158,593 

その他 32,800 18,604 

営業外費用合計 198,098 224,265 

経常利益 1,486,619 1,470,394 

特別利益    

投資有価証券売却益 6,203 － 

補助金収入 － 1,358 

特別利益合計 6,203 1,358 

特別損失    

災害による損失 901,277 － 

特別損失合計 901,277 － 

税金等調整前四半期純利益 591,544 1,471,752 

法人税、住民税及び事業税 280,830 197,752 

法人税等調整額 △56,776 350,890 

法人税等合計 224,053 548,642 

四半期純利益 367,491 923,109 

非支配株主に帰属する四半期純利益 6,345 20,486 

親会社株主に帰属する四半期純利益 361,145 902,623 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 367,491 923,109 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 63,141 △20,829 

退職給付に係る調整額 2,115 4,594 

繰延ヘッジ損益 3,904 － 

その他の包括利益合計 69,161 △16,234 

四半期包括利益 436,652 906,874 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 430,379 886,388 

非支配株主に係る四半期包括利益 6,272 20,486 

 

- 8 -

㈱アイ・テック（9964）平成28年３月期　第２四半期決算短信



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 591,544 1,471,752 

減価償却費 344,643 350,885 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △62,167 △1,120 

賞与引当金の増減額（△は減少） 69,200 △9,900 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △24,100 8,800 

災害損失引当金の増減額（△は減少） 981,000 △1,055,427 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 62,800 △517,436 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 37,281 △22,846 

受取利息及び受取配当金 △7,670 △9,439 

支払利息 51,616 47,067 

為替差損益（△は益） △12,189 △31,488 

投資有価証券売却損益（△は益） △6,203 － 

有形固定資産売却損益（△は益） 384 △3,048 

有形固定資産除却損 1,545 0 

デリバティブ評価損益（△は益） 113,681 158,593 

保険解約損益（△は益） △33,656 △702 

補助金収入 － △1,358 

売上債権の増減額（△は増加） △649,465 433,235 

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,157,853 1,772,468 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 416,773 △112,162 

仕入債務の増減額（△は減少） △935,524 △1,535,257 

未払消費税等の増減額（△は減少） 128,908 △31,279 

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,533,568 658,317 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △885 △21,824 

その他 △167,695 516,985 

小計 275,536 2,064,813 

利息及び配当金の受取額 7,670 9,439 

利息の支払額 △49,171 △47,206 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △392,912 △655,461 

補助金の受取額 － 1,358 

保険金の受取額 － 13,841 

営業活動によるキャッシュ・フロー △158,876 1,386,784 
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    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △114,980 △236,210 

定期預金の払戻による収入 54,980 354,980 

有形固定資産の取得による支出 △208,909 △687,409 

有形固定資産の売却による収入 69,822 18,707 

投資有価証券の取得による支出 △608 △625 

投資有価証券の売却による収入 16,726 － 

短期貸付金の純増減額（△は増加） △2,001 5 

長期貸付金の回収による収入 649 10,477 

保険積立金の積立による支出 △20,157 △19,562 

保険積立金の払戻による収入 101,802 4,453 

その他 1,229 △6,673 

投資活動によるキャッシュ・フロー △101,446 △561,857 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） － △1,000,000 

自己株式の取得による支出 － △600,320 

配当金の支払額 △275,035 △311,237 

リース債務の返済による支出 △55,080 △58,124 

財務活動によるキャッシュ・フロー △330,115 △1,969,681 

現金及び現金同等物に係る換算差額 12,518 31,488 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △577,920 △1,113,265 

現金及び現金同等物の期首残高 3,229,944 4,587,142 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,652,023 3,473,876 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成27年２月12日開催の取締役会決議に基づき、自己株式560,000株の取得を行いました。この結果、

当第２四半期連結累計期間において自己株式が600,320千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において自己株

式が804,926千円となっております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

 
鋼材の販売 
・加工事業 

鉄骨工事 
請負事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 26,311,992 6,281,734 32,593,726 114,529 32,708,256 － 32,708,256 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

1,887,266 34,675 1,921,941 1,177,669 3,099,611 △3,099,611 － 

計 28,199,259 6,316,409 34,515,668 1,292,198 35,807,867 △3,099,611 32,708,256 

セグメント利益 1,256,022 309,476 1,565,499 47,654 1,613,154 △321,678 1,291,475 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業のセグメントであり、運送事業及び倉庫事業を含んで

おります。

２．セグメント利益の調整額△321,678千円には、セグメント間取引消去△50,729千円、全社費用△270,949千円が

含まれております。全社費用は、主に当社の本社管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

 
鋼材の販売 
・加工事業 

鉄骨工事 
請負事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 26,968,601 7,935,514 34,904,116 196,356 35,100,473 － 35,100,473 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

2,296,187 232,877 2,529,064 1,206,651 3,735,716 △3,735,716 － 

計 29,264,789 8,168,391 37,433,181 1,403,008 38,836,189 △3,735,716 35,100,473 

セグメント利益 920,544 653,837 1,574,382 63,043 1,637,425 △291,361 1,346,064 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業のセグメントであり、運送事業及び倉庫事業を含んで

おります。

２．セグメント利益の調整額△291,361千円には、セグメント間取引消去12,704千円、全社費用△304,066千円が含

まれております。全社費用は、主に当社の本社管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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